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（訂正）「平成 24年 10 月期 第２四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」の 

一部訂正に関するお知らせ 

当社は、平成 27年１月 15 日付「有価証券報告書等の訂正報告書および平成 27年３月期

第４四半期報告書の提出ならびに過年度決算短信等に関するお知らせ」においてお知らせ

いたしましたとおり、社内調査委員会による調査の結果、当社における不適切な取引およ

び訂正の対象となり得る会計処理が判明したことを受けて、決算短信等の訂正を行いまし

たので、下記のとおりお知らせいたします。 

なお、最初に訂正箇所の主な内容を記載したうえで、訂正後の全文を添付して該当箇所

下線を付して表示するとともに、参考として訂正前の全文を添付しております。 

今般、不適切な会計処理を未然に防止できず、株主様、投資家様及び関係者の皆様には、

多大なるご迷惑とご心配をおかけいたしますことを深くお詫び申し上げます。 

記 

１．訂正を行う決算短信等 

  決算短信等の名称 平成 24年第２四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

  決算短信等の公表日 平成 24年６月 14日 

２．訂正の主な内容等 

訂正前 訂正後 影響額 

平成 24年 10月期 

(第 20期)第２四半期 

売上高 7,396 7,396 ― 

営業利益 235 245 10 

経常利益 223 233 10 

当期純利益 144 147 ２ 

総資産 5,648 5,638 △10 

純資産 2,242 2,234 △７ 

以上 



四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無 
四半期決算説明会開催の有無 ： 有（アナリスト向け） 

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無 

平成24年10月期 第２四半期決算短信〔日本基準〕(連結)
平成24年6月14日

上 場 会 社 名 株式会社 京王ズホールディングス 上場取引所 東

コ ー ド 番 号 3731 URL http://www.keiozu.co.jp 

代  表 者 (役職名)代表取締役社長 (氏名)横江 実 
問合せ先責任者 (役職名)取締役管理部長 (氏名)小松 功一 (TEL)022-722-0333 

四半期報告書提出予定日 平成24年6月14日 配当支払開始予定日 ― 

(百万円未満切捨て)

１．平成24年10月期第２四半期の連結業績（平成24年2月1日～平成24年4月30日）

（１）連結経営成績(累計) 

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

24年10月期第２四半期 7,396 15.1 245 25.1 233 104.8 147 △47.6 
23年10月期第２四半期 6,423 10.5 196 △25.9 114 △44.7 281 29.8 

(注) 包括利益 24年10第２四半期 148百万円(△46.8％) 23年10第２四半期 280百万円( ― ％)

１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 

四半期純利益 
円 銭 円 銭 

24年10月期第２四半期 2,678 00 ― 
23年10月期第２四半期 5,113 02 ― 

（２）連結財政状態 

総資産 純資産 自己資本比率 

百万円 百万円 ％ 

24年10月期第２四半期 5,638 2,234 39.6 
23年10月期 6,284 2,113 33.6 

(参考) 自己資本 24年10月期第2四半期 2,231百万円 23年10月期 2,109百万円

２．配当の状況

年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

23年10月期 ― 0 00 ― 500 00 500 00 

24年10月期 ― 0 00 

 年 月期(予想)         ― 500 00 500 00 

３．平成24年10月期の連結業績予想（平成23年11月1日～平成24年10月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 14,000 1.6 500 8.4 455 66.6 435 103.4 7,914 70 



  

  

  

  

  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりま

す。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付

資料P4「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

４．その他

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無 

  (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) 

  新規 ― 社 (社名)          、除外 ― 社 (社名) 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 
 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無 

② ①以外の会計方針の変更 ： 無 

③ 会計上の見積りの変更 ： 無 

④ 修正再表示 ： 無 
 

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 24年10月期２Ｑ 56,146株 23年10月期 56,146株 

② 期末自己株式数 24年10月期２Ｑ 1,185株 23年10月期 1,185株 

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年10月期２Ｑ 54,961株 23年10月期２Ｑ 54,961株 
 

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響から徐々に抜け出しつつあるもの

の、原発問題の長期化や国際経済への懸念など先行きは依然不透明な状況が続いております。 

そのような状況のなか、全社的な営業体制の強化及びスマートフォン人気もあり当社グループの売上高

は7,396百万円（前年同期比15.1％増）、営業利益は245百万円（前年同期比25.1％増）、経常利益は233

百万円（前年同期比104.8％増）と大幅に増加いたしました。四半期純利益につきましては、第１四半期

に行いました法人税率等の変更による繰延税金資産の取崩し78百万円があったものの、営業努力等により

63百万円吸収し、当初予想に近い四半期純利益147百万円（前年同期比47.6％減）まで回復することがで

きました。なお、不足分につきましては下期にて吸収する所存でありますので、通期業績予想に関しまし

ては変更ありません。 

  
セグメント別の業績は以下のとおりであります。 

① 移動体通信店舗事業 

移動体通信店舗事業におきましては、スマートフォンの拡販を中心にデータ通信端末等の販売に注力

したため新規販売台数、機種変更台数ともに前年実績を上回ることができました。また、お客様から選

ばれる店舗にリニューアルを進めた結果、売上高は7,033百万円（前年同期比15.8％増）、セグメント

利益は318百万円（前年同期比18.8％増）となりました。 

なお、２月には宮城県のソフトバンク吉岡店、福島県のソフトバンク虎丸店及び岩手県のａｕショッ

プ盛岡大通り、福島県のａｕショップ内環状中央をリニューアルしております。 

  
② テレマーケティング事業 

テレマーケティング事業におきましては、安定的な収益を確保しつつ、人員の拡大・育成を進め、売

上高は233百万円（前年同期比40.3％増）、セグメント利益は55百万円（前年同期比35.8％増）となっ

ております。 

また、被災地企業として４月５月で合わせて26名の新卒者を仙台のコールセンターで積極的に採用を

進めました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

（連結経営成績サマリー）   （百万円未満切捨て） 

  平成23年10月期 
第２四半期 

平成24年10月期 
第２四半期 

増減額 増減率 

売上高 6,423百万円 7,396百万円 972百万円 15.1％ 

営業利益 196百万円 245百万円 49百万円 25.1％ 

経常利益 114百万円 233百万円 119百万円 104.8％ 

四半期純利益 281百万円 147百万円 △133百万円 △47.6％ 

１株当たり四半期純利益 5,113.02円 2,678.00円 △2,435.02円 △47.6％ 
 

・売上高 7,033百万円 （前年同期比15.8％増） 

・営業利益 318百万円 （前年同期比18.8％増） 
 

・売上高 233百万円 （前年同期比40.3％増） 

・営業利益 55百万円 （前年同期比35.8％増） 
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③ 不動産賃貸事業 

不動産賃貸事業におきましては、主要賃貸不動産について安全確保のために一部営業を見合わせてい

たため、売上高は７百万円（前年同期比83.8％減）、セグメント損失２百万円（前年同期は７百万円の

セグメント利益）となっております。 

  

④ その他 

震災の影響もあり、通信回線サービス契約受付事業およびソーシャルアプリ事業につきましては営業

を休止しておりますが、医療・介護事業において介護予防通所介護施設を運営しております。その結

果、売上高は122百万円（前年同期比8.6％減）、セグメント損失40百万円（前年同期は53百万円のセグ

メント損失）となっておりますが、これは当初計画の範囲であります。 

また、３月には宮城県において医療・介護事業における第３号施設のライフクオリティ名取駅西を、

５月には第４号施設のライフクオリティ長町を開所いたしました。 

  

① 資産、負債及び純資産の状況 

当第２四半期連結会計期間末における資産の状況は、前連結会計年度末と比較して、流動資産は549

百万円減少して2,270百万円、固定資産は96百万円減少して3,367百万円となりました。これは主に借入

金の返済に伴う現金及び預金276百万円の減少、並びに売掛金267百万円の減少によるものであります。

その結果、総資産は646百万円減少して5,638百万円となりました。 

負債の状況は、流動負債は534百万円減少して2,511百万円、固定負債は233百万円減少して891百万円

となりました。これは主に買掛金308百万円の減少並びに借入金及び社債の合計409百万円の減少による

ものであります。その結果、負債総額は767百万円減少して3,403百万円となりました。 

純資産の状況は、121百万円増加して2,234百万円となりました。これは配当金の支払27百万円及び四

半期純利益147百万円の計上によるものであります。 

  

・売上高 ７百万円 （前年同期比83.8％減） 

・営業損失 △２百万円 （前年同期比 ― ） 
 

・売上高 122百万円 （前年同期比8.6％減） 

・営業損失 △40百万円 （前年同期比 ― ） 
 

（２）連結財政状態に関する定性的情報

  （百万円未満切捨て） 

  平成23年10月期末 
(平成23年10月31日) 

平成24年10月期 
第２四半期末 

(平成24年4月30日) 

増減額 

資産合計 6,284百万円 5,638百万円 △646百万円 

負債合計 4,170百万円 3,403百万円 △767百万円 

純資産合計 2,113百万円 2,234百万円 121百万円 

自己資本比率 33.6％ 39.6％ 6.0 point 

１株当たり純資産 38,382.79円 40,605.36円 2,222.57円 
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② キャッシュ・フローの状況 

  

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会

計年度末と比較して175百万円減少して521百万円となりました。 

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は、200百万円（前年同期は212百万円の収入）となりました。これは主

に税金等調整前四半期純利益248百万円によるものであり、前年同期と比較して売上債権が増加し仕入

債務が減少しております。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果得られた資金は、60百万円（前年同期は107百万円の支出）となりました。これは主

に定期預金の払戻100百万円によるものであり、前年同期と比較して定期預金の払戻しが発生しており

ます。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は、436百万円（前年同期は111百万円の支出）となりました。これは主

に借入金の返済384百万円によるものであり、前年同期と比較して借入がなくなっております。 

  

連結業績予想につきましては、平成23年12月26日に公表いたしました通期連結業績予想を据え置いて

おります。業績予想の修正が必要な場合は速やかに開示いたします。 

  

  

  

  

平成23年10月期 
第２四半期連結会計期間 
(平成22年11月１日～ 
平成23年４月30日) 

平成24年10月期 
第２四半期連結会計期間 
(平成23年11月１日～ 
平成24年４月30日) 

増減額 

  
営業活動による 
キャッシュ・フロー 

212百万円 200百万円 △11百万円 

  
投資活動による 
キャッシュ・フロー 

△107百万円 60百万円 167百万円 

  
財務活動による 
キャッシュ・フロー 

△111百万円 △436百万円 △325百万円 

現金及び現金同等物の
増減額 

△６百万円 △175百万円 △169百万円 

現金及び現金同等物の
期末残高 

662百万円 521百万円 △141百万円 
 

（３）連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用） 

第１四半期連結会計期間の期首以降に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の

変更及び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変

更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）

を適用しております。 

  
（法人税率の変更等による影響） 

「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」（平

成23年法律第114号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保

に関する特別措置法」（平成23年法律第117号）が、平成23年12月２日に公布され、平成24年４月１日

以降に開始する事業年度から法人税率の引下げ及び復興特別法人税の課税が行われることとなりまし

た。 

 これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用される法定実効税率は、従来の40.63％か

ら平成24年11月１日に開始する事業年度から平成26年11月１日に開始する事業年度に解消が見込まれる

一時差異については37.96％に、平成27年11月１日に開始する事業年度以降に解消が見込まれる一時差

異については35.59％となります。また、欠損金の繰越控除制度は平成24年４月１日以降に開始する連

結会計年度から繰越控除前の所得の金額の100分の80相当額が控除限度額となります。この税率変更及

び欠損金の繰越控除制度変更により、繰延税金資産の金額が78,825千円、繰延税金負債の金額が133千

円減少し、費用計上された法人税等調整額の金額が78,825千円増加しております。 

  

該当事項はありません。 

  

２．サマリー情報(その他)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（４）追加情報

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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４．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

        前連結会計年度 
(平成23年10月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年４月30日) 

資産の部     
  流動資産     
    現金及び預金 820,119 543,586
    売掛金 1,482,277 1,214,320
    商品及び製品 318,613 302,507
    その他 202,979 214,200

    貸倒引当金 △3,966 △3,966

    流動資産合計 2,820,023 2,270,648

  固定資産     
    有形固定資産     
      土地 617,803 617,803
      その他（純額） 356,677 372,868

      有形固定資産合計 974,480 990,671

    無形固定資産     
      のれん 1,718,874 1,661,578

      その他 43,496 34,434

      無形固定資産合計 1,762,370 1,696,013

    投資その他の資産     
      役員及び役員保有会社に対する金銭債権 638,818 －
      株主及び株主保有会社に対する金銭債権 － 637,858
      その他 629,974 554,038

      貸倒引当金 △541,379 △511,107

      投資その他の資産合計 727,414 680,789

    固定資産合計 3,464,265 3,367,475

  資産合計 6,284,289 5,638,123
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(単位：千円)

      前連結会計年度 
(平成23年10月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年４月30日) 

負債の部     
  流動負債     
    買掛金 1,239,079 930,778
    短期借入金 280,000 168,000
    1年内返済予定の長期借入金 580,004 524,261
    1年内償還予定の社債 50,000 50,000
    未払法人税等 59,386 89,092
    賞与引当金 45,020 44,333
    役員賞与引当金 15,000 2,810
    災害損失引当金 16,500 16,500
    不正関連損失引当金 72,260 43,730

    その他 688,716 642,186

    流動負債合計 3,045,968 2,511,693

  固定負債     
    社債 125,000 100,000
    長期借入金 981,125 764,580
    その他 18,866 27,035

    固定負債合計 1,124,991 891,616

  負債合計 4,170,959 3,403,310

純資産の部     
  株主資本     
    資本金 1,199,086 1,199,086
    資本剰余金 822,760 822,760
    利益剰余金 98,248 217,953

    自己株式 △9,798 △9,798

    株主資本合計 2,110,296 2,230,001

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 △739 1,709

    その他の包括利益累計額合計 △739 1,709

  新株予約権 1,249 1,249

  少数株主持分 2,523 1,852

  純資産合計 2,113,329 2,234,813

負債純資産合計 6,284,289 5,638,123
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書
第２四半期連結累計期間

(単位：千円)

    
前第２四半期連結累計期間 

(自 平成22年11月１日 
 至 平成23年４月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年11月１日 

 至 平成24年４月30日) 

売上高 6,423,902 7,396,517

売上原価 5,285,006 6,117,914

売上総利益 1,138,895 1,278,603

販売費及び一般管理費 942,616 1,033,048

営業利益 196,279 245,554

営業外収益     
  受取利息 1,149 388
  貸倒引当金戻入額 － 30,271
  震災支援金 15,592 －

  その他 1,209 2,740

  営業外収益合計 17,950 33,400

営業外費用     
  支払利息 27,089 20,848
  貸倒引当金繰入額 65,049 －

  その他 7,900 24,249

  営業外費用合計 100,039 45,097

経常利益 114,190 233,857

特別利益     
  不正関連損失引当金戻入額 － 24,353

  その他 － 4,721

  特別利益合計 － 29,074

特別損失     
  固定資産除却損 1,092 5,637
  資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 15,420 －
  災害による損失 31,276 －
  和解金 － 1,605
  不明支出金損失 － 7,640

  その他 8,000 －

  特別損失合計 55,789 14,883

税金等調整前四半期純利益 58,401 248,049

法人税、住民税及び事業税 14,649 22,709

法人税等調整額 △237,112 78,825

法人税等合計 △222,463 101,534

少数株主損益調整前四半期純利益 280,864 146,514

少数株主損失（△） △151 △670

四半期純利益 281,016 147,185
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間
(単位：千円)

    
前第２四半期連結累計期間 

(自 平成22年11月１日 
 至 平成23年４月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年11月１日 

 至 平成24年４月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 280,864 146,514

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 △621 2,449

  その他の包括利益合計 △621 2,449

四半期包括利益 280,243 148,963

（内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益 280,395 149,634
  少数株主に係る四半期包括利益 △151 △670
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)

    
前第２四半期連結累計期間 

(自 平成22年11月１日 
 至 平成23年４月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年11月１日 

 至 平成24年４月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー     
  税金等調整前四半期純利益 58,401 248,049
  減価償却費 50,051 45,089
  のれん償却額 57,644 57,295
  貸倒引当金の増減額（△は減少） 65,049 △30,271
  賞与引当金の増減額（△は減少） △138 △12,876
  受取利息及び受取配当金 △1,149 △388
  支払利息 27,089 20,848
  不正関連損失引当金戻入額 － △28,530
  固定資産除却損 1,092 5,637
  資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 15,420 －
  災害損失 31,276 －
  不明支出金損失 － 7,640
  売上債権の増減額（△は増加） △641,463 267,957
  たな卸資産の増減額（△は増加） △88,940 △2,504
  仕入債務の増減額（△は減少） 626,390 △308,301
  その他 36,645 △43,847

  小計 237,370 225,798

  利息及び配当金の受取額 2,046 797
  利息の支払額 △23,633 △18,211
  法人税等の支払額 △3,665 △498
  法人税等の還付額 44 26

  不明支出金損失額 － △7,640

  営業活動によるキャッシュ・フロー 212,162 200,272

投資活動によるキャッシュ・フロー     
  定期預金の預入による支出 △2,000 －
  定期預金の払戻による収入 － 100,658
  有形固定資産の取得による支出 △18,060 △39,098
  有形固定資産の売却による収入 － 1,904
  投資有価証券の取得による支出 △7,146 －
  敷金及び保証金の差入による支出 △170 △6,775
  敷金及び保証金の回収による収入 33,349 2,893
  役員に対する金銭債権の増加に伴う支出 △206,300 －
  役員に対する金銭債権の減少に伴う収入 200,000 －
  株主に対する金銭債権の減少に伴う収入 － 900

  役員保有会社に対する金銭債権の増加に伴う支
出 

△107,019 －

  株主保有会社に対する金銭債権の増加に伴う支
出 

－ △124

  投資活動によるキャッシュ・フロー △107,346 60,358

財務活動によるキャッシュ・フロー     
  短期借入れによる収入 80,000 －
  短期借入金の返済による支出 △94,000 △112,000
  長期借入れによる収入 250,000 －
  長期借入金の返済による支出 △295,543 △272,288
  長期未払金の返済による支出 － △143
  社債の償還による支出 △25,000 △25,000

  配当金の支払額 △26,944 △27,073

  財務活動によるキャッシュ・フロー △111,487 △436,504

現金及び現金同等物に係る換算差額 － 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △6,671 △175,874

現金及び現金同等物の期首残高 669,310 697,460

現金及び現金同等物の四半期末残高 662,638 521,586
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該当事項はありません。 

  

１．前第２四半期連結累計期間（自 平成22年11月１日 至 平成23年４月30日） 

（千円）

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医療・介護事業、ソ

ーシャルアプリ事業及び通信回線サービス契約受付事業を含んでおります。 

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△66,527千円には、セグメント間取引消去△706千円、各

報告セグメントに配分していない全社費用△65,821千円が含まれております。全社費用は、主に

報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．当第２四半期連結累計期間（自 平成23年11月１日 至 平成24年４月30日） 

（千円）

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医療・介護事業等を

含んでおります。 

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△86,207千円は、各報告セグメントに配分していない全社

費用であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

該当事項はありません。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

  

報告セグメント 
その他 
(注１) 

合計 
調整額 
(注)２ 

四半期連結
損益計算書

計上額 
(注)３ 

移動体通信
店舗事業 

テレマーケ
ティング 

事業 

不動産賃貸
事業 

計 

売上高                 

外部顧客へ
の売上高 

6,075,910 166,444 47,966 6,290,321 133,580 6,423,902 ― 6,423,902 

セグメント
間の内部売
上高 

― ― 706 706 ― 706 △706 ― 

計 6,075,910 166,444 48,672 6,291,027 133,580 6,424,608 △706 6,423,902 

セグメント利
益 又 は 損 失
(△) 

267,989 40,884 7,850 316,724 △53,917 262,806 △66,527 196,279 

 

  

報告セグメント 
その他 
(注１) 

合計 
調整額 
(注)２ 

四半期連結
損益計算書

計上額 
(注)３ 

移動体通信
店舗事業 

テレマーケ
ティング 

事業 

不動産賃貸
事業 

計 

売上高                 

外部顧客へ
の売上高 

7,033,205 233,508 7,752 7,274,466 122,051 7,396,517 ― 7,396,517 

セグメント
間の内部売
上高 

― ― ― ― ― ― ― ― 

計 7,033,205 233,508 7,752 7,274,466 122,051 7,396,517 ― 7,396,517 

セグメント利
益 又 は 損 失
(△) 

318,400 55,527 △2,063 371,864 △40,102 331,762 △86,207 245,554 

 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無 
四半期決算説明会開催の有無 ： 有（アナリスト向け） 

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無 

（参考） 

平成24年10月期 第２四半期決算短信〔日本基準〕(連結)
平成24年6月14日

上 場 会 社 名 株式会社 京王ズホールディングス 上場取引所 東

コ ー ド 番 号 3731 URL http://www.keiozu.co.jp 

代  表 者 (役職名)代表取締役社長 (氏名)横江 実 
問合せ先責任者 (役職名)取締役管理部長 (氏名)小松 功一 (TEL)022-722-0333 

四半期報告書提出予定日 平成24年6月14日 配当支払開始予定日 ― 

(百万円未満切捨て)

１．平成24年10月期第２四半期の連結業績（平成24年2月1日～平成24年4月30日）

（１）連結経営成績(累計) 
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

24年10月期第２四半期 7,396 15.1 235 19.9 223 95.9 144 △48.5 
23年10月期第２四半期 6,423 10.5 196 △25.9 114 △44.7 281 29.8 

(注) 包括利益 24年10第２四半期 147百万円(△47.8％) 23年10第２四半期 280百万円( ― ％)

１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 

四半期純利益 
円 銭 円 銭 

24年10月期第２四半期 2,631 68 ― 
23年10月期第２四半期 5,113 02 ― 

（２）連結財政状態 

総資産 純資産 自己資本比率 

百万円 百万円 ％ 

24年10月期第２四半期 5,648 2,242 39.6 
23年10月期 6,294 2,123 33.7 

(参考) 自己資本 24年10月期第2四半期 2,239百万円 23年10月期 2,119百万円

２．配当の状況

年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

23年10月期 ― 0 00 ― 500 00 500 00 

24年10月期 ― 0 00 

 年 月期(予想)         ― 500 00 500 00 

３．平成24年10月期の連結業績予想（平成23年11月1日～平成24年10月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 14,000 1.6 500 8.4 455 66.6 435 94.3 7,914 70 



  

  

  

  

  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりま

す。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付

資料P4「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

４．その他

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無 

  (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) 

  新規 ― 社 (社名)          、除外 ― 社 (社名) 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 
 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無 

② ①以外の会計方針の変更 ： 無 

③ 会計上の見積りの変更 ： 無 

④ 修正再表示 ： 無 
 

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 24年10月期２Ｑ 56,146株 23年10月期 56,146株 

② 期末自己株式数 24年10月期２Ｑ 1,185株 23年10月期 1,185株 

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年10月期２Ｑ 54,961株 23年10月期２Ｑ 54,961株 
 

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響から徐々に抜け出しつつあるもの

の、原発問題の長期化や国際経済への懸念など先行きは依然不透明な状況が続いております。 

そのような状況のなか、全社的な営業体制の強化及びスマートフォン人気もあり当社グループの売上高

は7,396百万円（前年同期比15.1％増）、営業利益は235百万円（前年同期比19.9％増）、経常利益は223

百万円（前年同期比95.9％増）と大幅に増加いたしました。四半期純利益につきましては、第１四半期に

行いました法人税率等の変更による繰延税金資産の取崩し78百万円があったものの、営業努力等により63

百万円吸収し、当初予想に近い四半期純利益144百万円（前年同期比48.5％減）まで回復することができ

ました。なお、不足分につきましては下期にて吸収する所存でありますので、通期業績予想に関しまして

は変更ありません。 

  
セグメント別の業績は以下のとおりであります。 

① 移動体通信店舗事業 

移動体通信店舗事業におきましては、スマートフォンの拡販を中心にデータ通信端末等の販売に注力

したため新規販売台数、機種変更台数ともに前年実績を上回ることができました。また、お客様から選

ばれる店舗にリニューアルを進めた結果、売上高は7,033百万円（前年同期比15.8％増）、セグメント

利益は318百万円（前年同期比18.8％増）となりました。 

なお、２月には宮城県のソフトバンク吉岡店、福島県のソフトバンク虎丸店及び岩手県のａｕショッ

プ盛岡大通り、福島県のａｕショップ内環状中央をリニューアルしております。 

  
② テレマーケティング事業 

テレマーケティング事業におきましては、安定的な収益を確保しつつ、人員の拡大・育成を進め、売

上高は233百万円（前年同期比40.3％増）、セグメント利益は55百万円（前年同期比35.8％増）となっ

ております。 

また、被災地企業として４月５月で合わせて26名の新卒者を仙台のコールセンターで積極的に採用を

進めました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

（連結経営成績サマリー）   （百万円未満切捨て） 

  平成23年10月期 
第２四半期 

平成24年10月期 
第２四半期 

増減額 増減率 

売上高 6,423百万円 7,396百万円 972百万円 15.1％ 

営業利益 196百万円 235百万円 39百万円 19.9％ 

経常利益 114百万円 223百万円 109百万円 95.9％ 

四半期純利益 281百万円 144百万円 △136百万円 △48.5％ 

１株当たり四半期純利益 5,113.02円 2,631.68円 △2,481.34円 △48.5％ 
 

・売上高 7,033百万円 （前年同期比15.8％増） 

・営業利益 318百万円 （前年同期比18.8％増） 
 

・売上高 233百万円 （前年同期比40.3％増） 

・営業利益 55百万円 （前年同期比35.8％増） 
 



  
③ 不動産賃貸事業 

不動産賃貸事業におきましては、主要賃貸不動産について安全確保のために一部営業を見合わせてい

たため、売上高は７百万円（前年同期比83.8％減）、セグメント損失２百万円（前年同期は７百万円の

セグメント利益）となっております。 

  

④ その他 

震災の影響もあり、通信回線サービス契約受付事業およびソーシャルアプリ事業につきましては営業

を休止しておりますが、医療・介護事業において介護予防通所介護施設を運営しております。その結

果、売上高は122百万円（前年同期比8.6％減）、セグメント損失40百万円（前年同期は53百万円のセグ

メント損失）となっておりますが、これは当初計画の範囲であります。 

また、３月には宮城県において医療・介護事業における第３号施設のライフクオリティ名取駅西を、

５月には第４号施設のライフクオリティ長町を開所いたしました。 

  

① 資産、負債及び純資産の状況 

当第２四半期連結会計期間末における資産の状況は、前連結会計年度末と比較して、流動資産は548

百万円減少して2,271百万円、固定資産は97百万円減少して3,376百万円となりました。これは主に借入

金の返済に伴う現金及び預金276百万円の減少、並びに売掛金267百万円の減少によるものであります。

その結果、総資産は646百万円減少して5,648百万円となりました。 

負債の状況は、流動負債は531百万円減少して2,514百万円、固定負債は233百万円減少して891百万円

となりました。これは主に買掛金308百万円の減少並びに借入金及び社債の合計409百万円の減少による

ものであります。その結果、負債総額は765百万円減少して3,405百万円となりました。 

純資産の状況は、118百万円増加して2,242百万円となりました。これは配当金の支払27百万円及び四

半期純利益144百万円の計上によるものであります。 

  

・売上高 ７百万円 （前年同期比83.8％減） 

・営業損失 △２百万円 （前年同期比 ― ） 
 

・売上高 122百万円 （前年同期比8.6％減） 

・営業損失 △40百万円 （前年同期比 ― ） 
 

（２）連結財政状態に関する定性的情報

  （百万円未満切捨て） 

  平成23年10月期末 
(平成23年10月31日) 

平成24年10月期 
第２四半期末 

(平成24年4月30日) 

増減額 

資産合計 6,294百万円 5,648百万円 △646百万円 

負債合計 4,170百万円 3,405百万円 △765百万円 

純資産合計 2,123百万円 2,242百万円 118百万円 

自己資本比率 33.7％ 39.6％ 5.9 point 

１株当たり純資産 38,564.74円 40,740.98円 2,176.24円 
 



  
② キャッシュ・フローの状況 

  

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会

計年度末と比較して175百万円減少して521百万円となりました。 

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は、200百万円（前年同期は212百万円の収入）となりました。これは主

に税金等調整前四半期純利益245百万円によるものであり、前年同期と比較して売上債権が増加し仕入

債務が減少しております。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果得られた資金は、60百万円（前年同期は107百万円の支出）となりました。これは主

に定期預金の払戻100百万円によるものであり、前年同期と比較して定期預金の払戻しが発生しており

ます。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は、436百万円（前年同期は111百万円の支出）となりました。これは主

に借入金の返済384百万円によるものであり、前年同期と比較して借入がなくなっております。 

  

連結業績予想につきましては、平成23年12月26日に公表いたしました通期連結業績予想を据え置いて

おります。業績予想の修正が必要な場合は速やかに開示いたします。 

  

  

  

  

平成23年10月期 
第２四半期連結会計期間 
(平成22年11月１日～ 
平成23年４月30日) 

平成24年10月期 
第２四半期連結会計期間 
(平成23年11月１日～ 
平成24年４月30日) 

増減額 

  
営業活動による 
キャッシュ・フロー 

212百万円 200百万円 △11百万円 

  
投資活動による 
キャッシュ・フロー 

△107百万円 60百万円 167百万円 

  
財務活動による 
キャッシュ・フロー 

△111百万円 △436百万円 △325百万円 

現金及び現金同等物の
増減額 

△６百万円 △175百万円 △169百万円 

現金及び現金同等物の
期末残高 

662百万円 521百万円 △141百万円 
 

（３）連結業績予想に関する定性的情報



  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用） 

第１四半期連結会計期間の期首以降に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の

変更及び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変

更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）

を適用しております。 

  
（法人税率の変更等による影響） 

「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」（平

成23年法律第114号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保

に関する特別措置法」（平成23年法律第117号）が、平成23年12月２日に公布され、平成24年４月１日

以降に開始する事業年度から法人税率の引下げ及び復興特別法人税の課税が行われることとなりまし

た。 

 これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用される法定実効税率は、従来の40.63％か

ら平成24年11月１日に開始する事業年度から平成26年11月１日に開始する事業年度に解消が見込まれる

一時差異については37.96％に、平成27年11月１日に開始する事業年度以降に解消が見込まれる一時差

異については35.59％となります。また、欠損金の繰越控除制度は平成24年４月１日以降に開始する連

結会計年度から繰越控除前の所得の金額の100分の80相当額が控除限度額となります。この税率変更及

び欠損金の繰越控除制度変更により、繰延税金資産の金額が78,825千円、繰延税金負債の金額が133千

円減少し、費用計上された法人税等調整額の金額が78,825千円増加しております。 

  

該当事項はありません。 

  

２．サマリー情報(その他)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（４）追加情報

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要



  

 

４．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

        前連結会計年度 
(平成23年10月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年４月30日) 

資産の部     
  流動資産     
    現金及び預金 820,119 543,586
    売掛金 1,482,277 1,214,320
    商品及び製品 318,613 302,507
    その他 202,979 215,376

    貸倒引当金 △3,966 △3,966

    流動資産合計 2,820,023 2,271,824

  固定資産     
    有形固定資産     
      土地 617,803 617,803
      その他（純額） 356,677 372,868

      有形固定資産合計 974,480 990,671

    無形固定資産     
      のれん 1,718,874 1,661,578

      その他 43,496 34,434

      無形固定資産合計 1,762,370 1,696,013

    投資その他の資産     
      役員及び役員保有会社に対する金銭債権 643,818 －
      株主及び株主保有会社に対する金銭債権 － 637,858
      その他 634,974 562,862

      貸倒引当金 △541,379 △511,107

      投資その他の資産合計 737,414 689,613

    固定資産合計 3,474,265 3,376,299

  資産合計 6,294,289 5,648,123

            
 



(単位：千円)

      前連結会計年度 
(平成23年10月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年４月30日) 

負債の部     
  流動負債     
    買掛金 1,239,079 930,778
    短期借入金 280,000 168,000
    1年内返済予定の長期借入金 580,004 524,261
    1年内償還予定の社債 50,000 50,000
    未払法人税等 59,386 89,092
    賞与引当金 45,020 44,333
    役員賞与引当金 15,000 2,810
    災害損失引当金 16,500 16,500
    不正関連損失引当金 72,260 43,730

    その他 688,716 644,732

    流動負債合計 3,045,968 2,514,239

  固定負債     
    社債 125,000 100,000
    長期借入金 981,125 764,580
    その他 18,866 27,035

    固定負債合計 1,124,991 891,616

  負債合計 4,170,959 3,405,856

純資産の部     
  株主資本     
    資本金 1,199,086 1,199,086
    資本剰余金 822,760 822,760
    利益剰余金 108,248 225,407

    自己株式 △9,798 △9,798

    株主資本合計 2,120,296 2,237,455

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 △739 1,709

    その他の包括利益累計額合計 △739 1,709

  新株予約権 1,249 1,249

  少数株主持分 2,523 1,852

  純資産合計 2,123,329 2,242,267

負債純資産合計 6,294,289 5,648,123

          
 



  
（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書
第２四半期連結累計期間

(単位：千円)

    
前第２四半期連結累計期間 

(自 平成22年11月１日 
 至 平成23年４月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年11月１日 

 至 平成24年４月30日) 

売上高 6,423,902 7,396,517

売上原価 5,285,006 6,117,914

売上総利益 1,138,895 1,278,603

販売費及び一般管理費 942,616 1,043,235

営業利益 196,279 235,368

営業外収益     
  受取利息 1,149 388
  貸倒引当金戻入額 － 30,271
  震災支援金 15,592 －

  その他 1,209 2,740

  営業外収益合計 17,950 33,400

営業外費用     
  支払利息 27,089 20,848
  貸倒引当金繰入額 65,049 －

  その他 7,900 24,249

  営業外費用合計 100,039 45,097

経常利益 114,190 223,671

特別利益     
  不正関連損失引当金戻入額 － 24,353

  その他 － 4,721

  特別利益合計 － 29,074

特別損失     
  固定資産除却損 1,092 5,637
  資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 15,420 －
  災害による損失 31,276 －
  和解金 － 1,605

  その他 8,000 －

  特別損失合計 55,789 7,242

税金等調整前四半期純利益 58,401 245,503

法人税、住民税及び事業税 14,649 22,709

法人税等調整額 △237,112 78,825

法人税等合計 △222,463 101,534

少数株主損益調整前四半期純利益 280,864 143,968

少数株主損失（△） △151 △670

四半期純利益 281,016 144,639

        
 



  
四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間
(単位：千円)

    
前第２四半期連結累計期間 

(自 平成22年11月１日 
 至 平成23年４月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年11月１日 

 至 平成24年４月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 280,864 143,968

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 △621 2,449

  その他の包括利益合計 △621 2,449

四半期包括利益 280,243 146,418

（内訳）     
  親会社株主に係る四半期包括利益 280,395 147,089
  少数株主に係る四半期包括利益 △151 △670
        
 



  
（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)

    
前第２四半期連結累計期間 

(自 平成22年11月１日 
 至 平成23年４月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年11月１日 

 至 平成24年４月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー     
  税金等調整前四半期純利益 58,401 245,503
  減価償却費 50,051 45,089
  のれん償却額 57,644 57,295
  貸倒引当金の増減額（△は減少） 65,049 △30,271
  賞与引当金の増減額（△は減少） △138 △12,876
  受取利息及び受取配当金 △1,149 △388
  支払利息 27,089 20,848
  不正関連損失引当金戻入額 － △28,530
  固定資産除却損 1,092 5,637
  資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 15,420 －
  災害損失 31,276 －
  売上債権の増減額（△は増加） △641,463 267,957
  たな卸資産の増減額（△は増加） △88,940 △2,504
  仕入債務の増減額（△は減少） 626,390 △308,301

  その他 36,645 △41,301

  小計 237,370 218,157

  利息及び配当金の受取額 2,046 797
  利息の支払額 △23,633 △18,211
  法人税等の支払額 △3,665 △498

  法人税等の還付額 44 26

  営業活動によるキャッシュ・フロー 212,162 200,272

投資活動によるキャッシュ・フロー     
  定期預金の預入による支出 △2,000 －
  定期預金の払戻による収入 － 100,658
  有形固定資産の取得による支出 △18,060 △39,098
  有形固定資産の売却による収入 － 1,904
  投資有価証券の取得による支出 △7,146 －
  敷金及び保証金の差入による支出 △170 △6,775
  敷金及び保証金の回収による収入 33,349 2,893
  役員に対する金銭債権の増加に伴う支出 △206,300 －
  役員に対する金銭債権の減少に伴う収入 200,000 －
  株主に対する金銭債権の減少に伴う収入 － 900

  役員保有会社に対する金銭債権の増加に伴う支
出 

△107,019 －

  株主保有会社に対する金銭債権の増加に伴う支
出 

－ △124

  投資活動によるキャッシュ・フロー △107,346 60,358

財務活動によるキャッシュ・フロー     
  短期借入れによる収入 80,000 －
  短期借入金の返済による支出 △94,000 △112,000
  長期借入れによる収入 250,000 －
  長期借入金の返済による支出 △295,543 △272,288
  長期未払金の返済による支出 － △143
  社債の償還による支出 △25,000 △25,000

  配当金の支払額 △26,944 △27,073

  財務活動によるキャッシュ・フロー △111,487 △436,504

現金及び現金同等物に係る換算差額 － 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △6,671 △175,874

現金及び現金同等物の期首残高 669,310 697,460

現金及び現金同等物の四半期末残高 662,638 521,586

        
 



  

該当事項はありません。 

  

１．前第２四半期連結累計期間（自 平成22年11月１日 至 平成23年４月30日） 

（千円）

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医療・介護事業、ソ

ーシャルアプリ事業及び通信回線サービス契約受付事業を含んでおります。 

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△66,527千円には、セグメント間取引消去△706千円、各

報告セグメントに配分していない全社費用△65,821千円が含まれております。全社費用は、主に

報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．当第２四半期連結累計期間（自 平成23年11月１日 至 平成24年４月30日） 

（千円）

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医療・介護事業等を

含んでおります。 

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△96,393千円は、各報告セグメントに配分していない全社

費用であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

該当事項はありません。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

  

報告セグメント 
その他 
(注１) 

合計 
調整額 
(注)２ 

四半期連結
損益計算書

計上額 
(注)３ 

移動体通信
店舗事業 

テレマーケ
ティング 

事業 

不動産賃貸
事業 

計 

売上高                 

外部顧客へ
の売上高 

6,075,910 166,444 47,966 6,290,321 133,580 6,423,902 ― 6,423,902 

セグメント
間の内部売
上高 

― ― 706 706 ― 706 △706 ― 

計 6,075,910 166,444 48,672 6,291,027 133,580 6,424,608 △706 6,423,902 

セグメント利
益 又 は 損 失
(△) 

267,989 40,884 7,850 316,724 △53,917 262,806 △66,527 196,279 

 

  

報告セグメント 
その他 
(注１) 

合計 
調整額 
(注)２ 

四半期連結
損益計算書

計上額 
(注)３ 

移動体通信
店舗事業 

テレマーケ
ティング 

事業 

不動産賃貸
事業 

計 

売上高                 

外部顧客へ
の売上高 

7,033,205 233,508 7,752 7,274,466 122,051 7,396,517 ― 7,396,517 

セグメント
間の内部売
上高 

― ― ― ― ― ― ― ― 

計 7,033,205 233,508 7,752 7,274,466 122,051 7,396,517 ― 7,396,517 

セグメント利
益 又 は 損 失
(△) 

318,400 55,527 △2,063 371,864 △40,102 331,762 △96,393 235,368 

 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記




